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市政運営の基本姿勢

「挑戦を続ける、新たな杜の都へ～“The Greenest City”SENDAI～」の
実現に向け、社会の変化を的確に捉えた市政運営を進めていきます。

（１）持続可能な都市経営の基盤を構築する
「新たな杜の都」に向けた施策を着実に推進するためには、中長期

的な都市経営の視点に立って、健全な行財政基盤を維持することが必
要です。そこで、地域経済の活性化による税源涵養など、財源創出に
向けた取り組みを進めるとともに、積極的な民間活力※1 の導入や事業
の効率化などを図り、実効性の高い行財政運営を推進します。加えて、
公共施設のマネジメントの推進、ガス事業民営化など都市経営の基盤
となる資源の効率的・効果的な運用を図るとともに、デジタル技術の
活用やデータに基づく政策形成を進めるなど、常に経営手法の改善・
改革を図っていきます。

また、地震や豪雨などの自然災害や感染症の流行拡大など、市民生
活や都市機能に大きな影響を及ぼす危機に対しての備えを進めること
も不可欠です。災害や感染症対応のノウハウを蓄積・共有し、危機に
対応できる人材の育成を進めるとともに、平時から危機管理意識の徹
底を図り、適切な災害等への対応と併せて非常時においても市民サー
ビスを維持することができる組織体制をつくります。さらに、自助・
共助・公助の取り組みを強化し、柔軟に対応を行うことができる危機
管理体制を構築します。

（２）協働によるまちづくりを加速させる
地域のニーズにきめ細かく対応するためには、住民や地縁団体、市

民活動団体、教育機関、事業者など多様な主体との協働によってまち
づくりを進めることが不可欠です。そのため、政策形成に多様な方々
の参画を促進し、誰もが市政に興味・関心を持ち、行動につながる環
境をつくります。さらに、住民主体による自発的なまちづくりを支え
るとともに、市民協働や公民連携を加速することで、地域の課題解決
や活性化に取り組みます。

地域づくりの前線にある区役所においては、地域の状況にきめ細か
に対応できる体制づくりを行うとともに、各局等との連携機能の強化
を図り、より質の高い市民サービスにつなげる取り組みを推進します。

※1：民間活力
民間企業の持つ事業運営能力や
資金力。
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また、職員自身も業務内外で多様な経験を積み、当事者の視点による
課題意識を持つことが重要です。新たな課題に挑戦する意識や意欲を
持ちながら、市民協働や地域づくりを推進する職員が育つ環境をつく
るとともに、市民と職員の間における対話や学びあいをまちづくりに
つなげていきます。

（３）社会の変化にしなやかに対応する組織をつくる
複雑化する課題に対応するためには、社会の変化を的確に捉え、し

なやかに対応できる組織づくりが重要です。組織横断的な連携を図る
ことはもとより、前例にとらわれず、民間事業者や教育機関等の知見
を積極的に取り入れながら、新たな発想の実現に挑戦しやすい組織風
土をつくるとともに、業務や事業の分析から改善に至るプロセスを迅
速に進めながら、実行力のある組織体制をつくります。

また、年齢、性別、障害の有無や、子育て・介護などの事情にかか
わらず、職員が意欲を持って能力を発揮できる環境をつくるとともに、
市役所本庁舎の建て替えを契機とした、多様な働き方ができる職場環
境の実現などにより、業務の質や効率性の向上を図ります。さらに、
職員一人ひとりが、まちづくりの理念や行政に求められる役割への理
解を深め、知識やスキルを高めていくための取り組みを進めます。

（４）デジタル化により豊かな市民生活を実現させる
これからの都市経営においては、飛躍的に進化するデジタル技術を

積極的に取り入れ、市民サービスの充実や地域経済の活性化につなげ
ることが重要です。その実現に向け、専門性の高い人材の育成や情報
リテラシーの向上を図ります。

行政手続きのオンライン化や簡素化、様々な情報にアクセスしやす
い環境づくりを進めることで、市民サービスの利便性を向上させると
ともに、子育てや教育、福祉など暮らしに関わる様々な分野において、
デジタル技術を課題の解決や双方向性のコミュニケーションの促進に
活かすなど、多様な選択肢があり、豊かで安心して生活を送ることが
できる環境をつくります。

また、デジタル技術を地域経済の活性化や持続可能な都市の運営に
つなげるため、産学官金の連携等により、様々なデータの収集及び活
用をはじめ、先進的な実証実験やスマートシティ※2 型のまちづくりを
推進するなど、新たな価値の創造に向けた取り組みを進めます。

※2：スマートシティ
ICT等の技術を活用しつつ、マ
ネジメント（計画、整備、管理・
運営等）が行われ、全体として
最適化が図られた都市または地
区。
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（５）大都市としての責任を果たす
仙台は東北各地から人口が集まる大都市であり、経済、交流、文化

の面で高度な都市機能を有しています。こうした資源を活かして東北
に貢献することは大きな役割の一つです。東北の発展なくして仙台の
発展はなしとの認識のもと、東北全体の活力を生み出していきます。
その実現に向け、国や県との適切な役割分担により、地方分権の推進
や広域連携を進めることで、大都市にふさわしい権限と税財源の確保
を図り、スケールメリット※1 を発揮しながら市民サービスを提供でき
る環境を構築します。

※1：スケールメリット
規模の大きさによって得られる
様々な利点。企業経営面の利点
としては、生産性や知名度、販
売力の向上などがある。
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都市構造形成の方針

（１）基本的考え方
市民とともに守り育んできた「杜の都」の都市基盤は、仙台のシン

ボル、市民の誇りとして、その個性を活かし、さらに伸ばしながら次
世代に引き継いでいく必要があります。また、人口減少や少子高齢化、
グローバル化などの社会情勢が変化し、地域課題が多様化する中に
あっても、市民の快適な暮らしを保持しながら、活力を生み出すまち
づくりを進めていくためには、都市活動を支える基盤を着実に形成し
ていくことが求められます。

そのため、機能集約型の都市づくりと公共交通を中心とした交通体系
の構築を一体的に進めると同時に、みどりのネットワークや健全な水
循環の形成を図り、自然と調和した持続可能な都市づくりを進めます。

（２）自然と調和した都市づくり
自然と調和した持続可能な都市づくりに向け、仙台の地勢や地域の

特色を踏まえた土地利用を図りながら、鉄道沿線などの交通利便性の
高い地域への都市機能の集約を進めます。

① 市街地ゾーン
■　都心

賑わいと交流、継続的な経済活力を生み出す躍動する都心を目指し、
高度な都市機能の集積をはじめとした国際競争力のあるビジネス環境
を整えるとともに、それらを支える商業・交流・宿泊機能の強化や歩
きたくなる都市空間の形成を図るなど、都心の再構築を進めます。

■　広域拠点
泉中央地区及び長町地区に「広域拠点」を配置し、都市圏の活動を

支え、生活拠点にふさわしい魅力的で個性ある都市機能の集積を図り
ます。

■　機能拠点
仙台塩釜港周辺地区に「国際経済流通拠点」、青葉山周辺地区に「国

際学術文化交流拠点」を配置し、都市としての持続的な発展を支える
魅力的で個性のある都市機能の集積を図ります。
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■　都市軸
東西と南北の地下鉄駅を結ぶ地下鉄沿線を、十文字型の「都市軸」

と位置づけ、駅を中心とした土地の高度利用※1 や都市機能の更新・集
積を図ります。

ア　南北都市軸
都心と広域拠点などを結ぶ地下鉄南北線沿線の「南北都市軸」

においては、都心や広域拠点との連携を強化し、地域特性を活か
した都市機能の更新・集積を図ります。

イ　東西都市軸
地下鉄東西線沿線の「東西都市軸」においては、西部の学術研

究機能や国際文化交流機能と、中心部の商業・業務機能、東部の
産業機能など、多様な都市機能と連携しながら、土地の高度利用
や都市機能の集積を図ります。

■　鉄道沿線
JR沿線の交通利便性が高く、地域におけるまちづくりの核となり得

る鉄道駅を中心に、居住機能や暮らしに必要な都市機能を誘導します。

■　郊外居住区域
様々な世代やライフスタイル、地域の実情などに応じて、生活の質

を維持するために必要な都市機能の確保を図ります。

■　工業・流通・研究区域
将来的な動向や産業構造の変化に対応した、それぞれの機能のさら

なる集積と国際的・広域的な産業機能や研究開発機能の一層の集積を
図ります。また、地域経済を支える活力ある産業機能の基盤整備を計
画的に進めます。

② 集落・里山・田園ゾーン
自然環境保全の視点からの農地や農業の持つ多面的な価値を十分に

認識しながら、農林業振興や多様な主体によるまちづくり活動への支
援により、集落の生活環境を維持します。また、周辺環境と調和しな
い土地利用の転換は抑制し、森林や里山、田園が持つ機能の保全を図
ります。

※1：高度利用
都市計画による制度などを活用
し、中高層建築物または容積率

（建築敷地面積に対する延べ床
面積の割合）の高い建築物を建
築することにより、土地をより
高度に利用すること。
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③ 自然環境保全ゾーン
奥羽山脈や海岸部など、豊かな生態系を支え自然環境を守る区域で

あり、仙台の自然特性が将来にわたって保持されるよう自然環境を保
全します。

＜図－１　杜の都のグリーンインフラ＞
　「杜の都」の骨格を成すみどりの持つ多様な機能を示すものです。
＜図－２　土地利用方針図＞
　仙台の地勢や地域の特色を踏まえた土地利用の方針を示すものです。
＜図－３　都心まちづくりの方向性＞
　魅力的な都心に向けたまちづくりの方向性を示すものです。

（３）公共交通を中心とした交通体系の構築
経済や観光、福祉など多様な都市活動を支え、環境や人に優しい持

続可能なまちづくりを推進するため、公共交通の利便性を高めていく
とともに、広域的な交流・連携の促進や、通勤・通学・通院など日常
生活に必要不可欠な移動手段の確保に向けた交通政策を推進します。

① 　鉄道にバスが結節する交通体系の構築を進めるとともに、都心直
行型バスを主な移動手段とする地域における利便性の向上や、鉄道
及び路線バスを補完する市民協働による地域交通の確保など、過度
に自家用車に依存しない、利便性の高い公共交通を中心とした都市
交通の充実に取り組みます。

② 　交流や経済活動の中心的な舞台となる都心においては、「杜の都」
の賑わいと交流の中心であり続けることができるように、居心地が
良く歩きたくなる歩行者空間の創出や、公共交通・自転車などを利
用した快適な移動環境の整備を進めるなど、交通環境の再構築に取
り組みます。

③ 　新技術の活用、経済活動や広域的な交流を促進する主要な幹線道
路の整備、日常生活における安全・安心な交通環境の形成を進める
など、多様な都市活動を支える交通政策を推進します。

＜図－４　目指す将来の交通体系のイメージ＞
　 本市が目指す公共交通を中心とした交通体系イメージを示すもの

です。
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図－1　杜の都のグリーンインフラ 仙台は、森林や里地里山、市街地のみどり、東部の農地、源流から河口に至る河川など、市域に多様な自然が
つながりを持って分布している稀有な都市です。
これらの骨格となる多様なみどりは、水害の軽減、水源・地下水涵養、水質浄化、利水、微気象の緩和などの様々
な役割を果たしています。
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土地利用方針図土地利用方針図
図－2　土地利用方針図
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図－2　土地利用方針図
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